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あのアーティストが代官山で「森の芸術祭 晴れの国・岡山」の魅力 
について語ります 

 

「森の芸術祭 晴れの国・岡山」2027の開催に向けた機運醸成を図るため、長谷川祐

子アートディレクター、前回参加アーティストであった森山未來氏、蜷川実花氏による

トークイベントと、森の芸術祭2024公式カタログのＰＲを次のとおり実施しますので、

お知らせします。 
 

記 

１ トークイベント 

(1) 開催日時 

令和７年10月１日（水）19:00～20:30頃（受付18:30～） 

(2) 会 場 

   代官山 蔦屋書店３号館２Ｆイベントスペース（東京都渋谷区猿楽町16-15） 

(3) 主催・協力 

   主催：「森の芸術祭 晴れの国・岡山」実行委員会 

   協力：代官山 蔦屋書店 

(4) 登壇者 

   長谷川祐子（「森の芸術祭 晴れの国・岡山」アートディレクター) 

   森山未來（俳優・ダンサー） 

蜷川実花（写真家・映画監督・現代美術家） 

  (5) 定 員 

   会場 100名（着席60名・立見40名）、オンライン 400名 

 ※先着申込受付（９月５日（金）9:30～10月１日（水）18:30） 

 (6) 参加費 

   無料 

 (7) 申込先等 

   ＜申込先＞ 

    DAIKANYAMA T-SITE 

    URL: https://store.tsite.jp/daikanyama/event/humanities/49520- 

1710100829.html 

   ＜問合せ先＞ 

    代官山 蔦屋書店 

    e-mail：daikanyama.tsutayabooks.onlineevent@ccc.co.jp 

   ＊申し込みされた方は、一定期間アーカイブ配信を視聴可 

 

２ 「森の芸術祭 晴れの国・岡山」2024公式カタログ 

  公式カタログ（3,300円（税込）、240頁フルカラー、(株)PURPLE 

発行）は、全国の書店やＥＣサイト（AMAZON、楽天等）で販売中。 

 「森の芸術祭 晴れの国・岡山」公式HPニュース 

  URL：https://forestartfest-okayama.jp/news/news-1101/ 

お 知 ら せ 

 
撮影：浅野豪 
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蜷川実花 

 

写真家、映画監督、現代美術家。写真を中心として、映画、映

像、空間インスタレーションも多く手掛ける。クリエイティブ

チーム「EiM（エイム）」の一員としても活動中。 

木村伊兵衛写真賞ほか数々受賞。2010 年ニューヨークの

Rizzoli から写真集を出版。また、『ヘルタースケルター』（2012

年）、『Diner ダイナー』（2019 年）をはじめ長編映画を 5作、

Netflix オリジナルドラマ『FOLLOWERS』（2020 年）を監督。 

これまでに写真集 120 冊以上を刊行、個展 150 回以上、グルー

プ展 130 回以上と国内外で精力的に作品発表を続ける。 

個展「蜷川実花展 with EiM：彼岸の光、此岸の影」（京都市

京セラ美術館、2025 年 1月－3月）は、25万人を動員。 

最新の写真集に『Eternity in a Momentvol.1‒3』（Akio 

Nagasawa Publishing & Case Publishing、2024 年）がある。 

https://mikaninagawa.com 

主な展覧会／グループ展「I’M SO HAPPY YOU ARE HERE」Palais 

de l'Archevêché、2024 年 

グループ展「Tokyo:Art&Photography」アシュモレアン博物館、

2021 年‐2022 年 

「MIKA NINAGAWA INTO FICTION / REALITY」北京時代美術館、

2022 年 

「蜷川実花展」台北現代美術館（MOCA Taipei）2016 年 

 

森山未來 

 

1984 年、兵庫県生まれ。5歳から様々なジャンルのダンスを学

び、15歳で本格的に舞台デビュー。2013 年に文化庁文化交流

使として、イスラエルに 1年間滞在、Inbal Pinto＆Avshalom 

Pollak Dance Company を拠点にヨーロッパ諸国にて活動。 

「関係値から立ち上がる身体的表現」を求めて、領域横断的に

国内外で活動を展開している。 

俳優として、これまでに映画賞を多数受賞。東京 2020 オリン

ピック開会式にてオープニングソロパフォーマンスを担当。

2022 年より神戸市にて Artist in Residence KOBE（AiRK）を

設立し、運営に携わる。令和 5年度兵庫県芸術奨励賞受賞。24

年度神戸市文化賞受賞。ポスト舞踏派。 

近作として、パフォーマンス「STILL LIFE」（24-26、共同振

付、出演）、「さんぶたろう祭り」（24、森の芸術祭 晴れの

国・岡山、企画構成、出演）、企画展「1995⇄2025 30 年目の

わたしたち」（24-25、兵庫県立美術館)、舞台「おどる夫婦」、

映画「パリピ孔明 THE MOVIE」、ドラマ「飛鳥クリニックは今

日も雨」（25）、ダンス公演「魔笛」（7月 5日、神戸文化ホ

ール、振付・笠井叡）、きゅうかくうしお公演「素晴らしい偶

然をむすんで」（8月 8-10 日、瀬戸内国際芸術祭）など。 

待機作として、舞台「チ。ー 地球の運動について ー」（25年

秋公演）などがある。 

🄫Takeshi Miyamoto 


